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嚥下運動モニタB4Sを用いて「口腔機能向上加算」算定を開始･運用するための支
援ツールをご用意させて頂きました。

実際にB4Sを用いて「口腔機能向上加算」を算定している介護事業所での導入事例
を参考にしました。「嚥下運動モニタB4S」を導入頂いた際に支援ツールを無償で
提供させて頂きますので、役立てて頂ければ幸いです。



嚥下運動モニタB4Sとは

B4Sによる評価

B4Sとは

B4Sによるトレーニング



口腔機能向上加算 算定の流れ



算定の流れと支援ツール



利用者へのサービスの案内
・B4Sによる口腔機能向上サービス開始したことを案内する。
・口腔機能訓練の内容を説明する。

実施内容
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サービス利用者の選出
・口腔機能向上加算の対象かを確認する。
・サービス利用の意思確認をする。

加算対象者に該当するか
の確認

同意の確認

実施内容



ケアマネジャーの同意を得る
・自施設が口腔機能向上サービスを開始することを伝えて同意を得る。
・サービス利用者の情報と意思を伝える。

実施内容



ケアプランの作成
・利用者負担(1割) があるため、ケア全体を考慮してケアプランを立てる。実施内容



評価、計画
・口腔衛生状態の評価、口腔機能の状態の評価（問診、視診）
・改善･管理の目標と実施内容を決定する。

実施内容



・訓練：訓練指導（集団）
・評価： B4S測定（1回/月）結果の説明

実施内容



B4S レポート作成（概要）



B4Sレポート作成機能
レポート作成プログラムをクリックすると、
測定データに基づき、測定結果の表、コメント、測定波形が作成されます

測定結果の表が作成されます

「嚥下回数」「嚥下間隔」の経時変化によりコメント
が作成されます

測定波形が作成されます



嚥下回数と嚥下間隔（ﾀｲﾐﾝｸﾞ）について
嚥下回数が同じでも嚥下タイミングが早くなることで嚥下機能が改善していると言える
DSS（嚥下重症度）が軽度なほど、嚥下回数は多く、嚥下間隔(1-2間隔)が短い



・訓練メニューを実施し、記録ノートにチェックを付けてもらう実施内容



実施記録
・訓練の実施記録を報告書に記載する実施内容



報告書の提出
・実施記録をケアマネに報告する
・LIFEに情報提出する

実施内容

※LIFEへの提出に関するソフトはご用意しておりません。



参考:経営上のメリット
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導入事例のご紹介

2024年度介護報酬の改正

•

•



参考:利用者のメリット
通所介護施設で行うことの意義



参考:導入事例
運用について



補足:口腔機能向上加算



補足:口腔機能向上加算
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